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栗山町の自然の特徴を知る

・多様な樹木の繁殖地
・北限に近い樹木が多い
・太平洋側の植生と日本海側の
植生を兼ねそなえている。

＜栗山町の自然の特徴（１） 温帯系樹木の分布限界の接点＞



栗山町の自然の特徴を知る

＜栗山町の自然の特徴（２） 昆虫の分布の接点＞

・北方種と南方種の分布ライン
・北海道に分布する蝶の約80％
が分布する。



国蝶オオムラサキ発見 ～公開して守る～

昭和60年夏、栗山町の理科副読本作成のための調査中に生息を確認される。

オオムラサキをシンボルにした、自然環境の保全・再生がスタート。
※“公開して守る”を原則に

栗山町は、生息の北東限地域となっている。

町民と行政による町ぐるみの運動の始まり。



「ふるさといきものの里」に指定

ふるさといきものの里（小動物生息環境保全地域）

環境省（当時：環境庁）では身近な小動物の自然価
値を再発見するために、平成元年に「ふるさといきも
のの里」として全国119ｹ所、全道4ｹ所を選定。
栗山町御大師山もその一つに選ばれた。

“公開して守る”オオムラサキをまちづくりの象徴に

交通安全旗、下水道の蓋、橋の欄干、町営バス
など様々なものにデザイン化

行政としての基盤整備（施設整備）と町民による
運動展開の両輪がスタート



ふれあいプラザ整備 ～行政による基盤づくり

町内の自然情報や活動パネル展示、関係団体の拠点施設として整備（平成2年）

身近な水生生物を展示するなど、児童生徒の研修の場としても活用。



ファーブルの森づくり ～行政による基盤づくり

雑木林の保存と復元 （平成３年～）

教育現場との連携による環境教育

オオムラサキの生態をとおして雑木林の機
能や生物多様性を学べる環境教育施設。
毎年７月がオオムラサキ羽化のピークであり、
町内外の小学校の利用が多い。

オオムラサキを身近に観察できる飼育舎
の建設（平成４年）



民間提案型の営み ～町民による実践活動

様々な自然保護団体の活動が始まる

・栗山オオムラサキの会
・おっ鳥クラブ
・きのこと親しむ会
・栗山植物観察会
・夕張川なんでも探検隊 など

エゾエノキの里親制度 （平成3年/170家族）

「２０年後オオムラサキの飛び交う森に」をテーマに、
オオムラサキの植樹である、エゾエノキの里親制度（苗
木の育成）による植栽活動を官民一体となって実施。
次の世代へとオオムラサキをはじめとした豊かな雑木
林復元と自然環境を継承する事業。

市民参加による運動展開のモデルに
※自然関係団体以外の町民も含めた協働事業
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ハサンベツ里山づくり ～協働の栗山モデル

環境省（当時：環境庁）の支援を受け、ハサンベツ地区など約24haを購入 （平成11年）

町民が主体となり、官民協働の里山20年計画を策定 （平成13年）

計画を具体化する実行委員会を設立 （平成13年）



ハサンベツ里山づくり ～協働の栗山モデル

里山ではさまざまな取り組みを展開

・川の護岸を改修（自然河川の復元）
・里山環境整備
（田畑の整備、炭焼き、水車づくり）
・町民の寄附（50haの森など）
・環境省の生物調査研究フィールド

「環境教育の展開」
が始まる



自然河川の復元



里山環境の整備
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新たな起点 ＝ 雨煙別小学校の再生

昭和11年建設の道内でも貴重な木造２階建て校舎（平成10年廃校舎に）

環境教育の拠点施設としての再生（人々が滞留する拠点）

コカ・コーラ教育・環境財団の支援を受けて、述べ1,500人の町民ボランティア
も参加し校舎の再生へ（平成20年6月～）



新たな起点 ＝ 雨煙別小学校の再生



新たな起点 ＝ 雨煙別小学校の再生



新たな起点 ＝ 雨煙別小学校の再生



新たな起点 ＝ 雨煙別小学校の再生

コカ・コーラ環境フォーラム

アジア学生環境リーダーサミット

Out of KidZania 森に学ぼう自然体験

各大学との連携プロジェクト
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エコツーリズム・モデル開発支援事業（H21～）
（北海道ふるさと雇用再生特別対策推進事業の活用）

「自然体験プログラム」の開発と試行（有償サービス）
（ボランティアから持続可能な産業化と雇用確保への第一歩）

プログラム展開に向けた指導者の確保・育成
（社会教育のノウハウと自然環境に係る知識を併せ持つ人材）

＜エコツーリズムの開発＝指導者の育成・確保＞

・自然関係団体が発展的に組織したNPO法人が受託

・約50のプログラムでスタート（現在も開発中）

自然体験プログラムの開発



町内学校教育現場との連携

プログラム指導計画（展開例）の作成と配布
（H23年度からの学習指導要領に対応したプログラム展開例）

ふるさと自然体験教育事業交付金の創設
（環境教育に取り組む学校活動を資金援助）

環境教育の実践が本格化
（町内全児童が環境ハウスでプログラム教育を受けることが目標）

＜ふるさと自然教育の推進～学校教育×社会教育＞

社会科・理科副読本（S61～）の作成
（理科副読本は道内でも数事例しかない）



町内小学校における活動例

＜角田小学校宿泊学習～総合的な学習の時間＞

学習のねらい
・集団行動を身につける
・地域の自然環境に興味・関心を持つ
・身近な材料などから自由に考え、ものをつくる など

活動プログラム
・水生生物調査、ニジマス釣り＆食体験
・間伐材を使ったクラフト体験
・児童運営活動（レクリエーション）

その他のポイント
・環境ハウスへの宿泊を伴う始めての学校教育事業
・角田小学校ではこれまで５年生宿泊研修は見実施
・学校、指導者（NPO）、教委が一体となった取り組み



町内小学校における活動例

＜栗山小学校１年生生活科＞

学習のねらい
・栗山の自然環境についてわかる
・御大師山周辺のいきものについてわかる
・オオムラサキの生態がわかる

活動プログラム
・事前学習
・ファーブルの森現地でのオオムラサキ観察
・事後学習（振り返り）

その他のポイント
・事前と事後の学習がポイントに
・オオムラサキの生態をとおして森の大切さを伝える。


